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近視の方には視界ハッキリ設計、
遠視の方にはゆがみスッキリ設計
という新しい考え方の累進レンズ

※

※

*視界ハッキリ設計、ゆがみスッキリ設計とは特許第6374345号 ES設計のことを指します。



近視・遠視別デザインのイメージ

A type B type C type

近視の方 遠視の方

（視界ハッキリ設計） （ゆがみスッキリ設計）（バランス設計）

*等価球面度数、加入度数等を考慮した計算式により自動的に3タイプを決定します



従来レンズ

ES設計

ES設計の原理
ES---Extended Depth Of Field



被写界深度とは

被写界深度 浅い：特定の距離に焦点が合うが、その前後はぼける
被写界深度 深い：前後の奥行距離のほとんどでボケが少ない

上の写真は、手前のベンチ中央付近にピントを合わせ、カメラの絞り値を変え撮影したものです。
被写界深度の違いにより、奥のベンチや周辺のボケ具合が大きく違って見えます。

被写界深度の違い

被写界深度：浅い
小さい絞り値 （F4.0）
短い焦点距離

被写界深度：深い
大きい絞り値 （F22）
長い焦点距離



視界ハッキリ設計効果例

従来レンズ 視界ハッキリ設計

遠方視イメージ



従来レンズ ゆがみスッキリ設計

ゆがみスッキリ設計効果例

近方視イメージ



従来は、レンズ面の設計のみでしたが、
エスペランスは眼の形や屈折までも考慮した
新設計を採用しました。

眼光学非球面設計

遠視の方

眼軸長が短い
ことを考慮

近視の方

調節力がある
ことを考慮

眼軸長が長い
ことを考慮

調節力が少ない
ことを考慮

参考文献：宮友美ら,近視における屈折度と眼軸長の検討,日本視能訓練士協会誌第29巻（2001）,pp.127-130

壮年の方

老年の方

遠視/近視の眼を考慮した非球面設計 年代を考慮した非球面設計





レンズ構成

累進面

球面・乱視度数面

ES面

眼光学非球面

歪み補正非球面



製品仕様

仕様 1．60屈折 1．67屈折 1．74屈折

S度数（D) -10.00～+4.00 -12.00～+6.00 -16.00～+8.00

C度数（D) -4.00～+4.00 -5.00～+5.00 -6.00～+6.00

加入度（D) 0.75～3.50

外径（mm） 70/75 70/75 65/70/75

累進帯長(mm) 10/12/14

インセット量(mm) 2.0～3.5 （自動設定）

特注仕様 外径指定・厚み指定・スレンダー加工
最適加工・プリズム加工（3.00△まで）

基材 通常/メニモ



レイアウト


